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ロロ・ビルマ語支に属する。方言としては大きく悠楽方言 [ISO 639-3; jiu]と補遠
方言 [ISO 639-3; jiy]に分かれる。チノ族の人口は 23,413人（2010年の人口統計）
であるが，流暢な話者人口の詳細は不明である 1。本稿では悠楽方言のデータを用
いる 2。以下，本稿では「チノ語」と略する。
 1 Bradley（2007）および Endangered Language Projectでは悠楽方言の話者は 10,450人未満，補遠方言の話者は 1,000
人未満であると推定している。悠楽方言について Endangered Language Projectは 2018年 3月の時点で Severely 
endangered（深刻な危機に瀕した状態）の評価を与えている。






























(1) [接頭辞類 (PREFx)]-動詞語根 -[接尾辞類 (SUFx)]
それぞれの接頭辞類と接尾辞類のグループは，その全てが共起することはない
ものの，以下の形と順序に展開できる。
(2) a.  [接頭辞類 (PREFx)]=(prev)-(pref1)-(pref2)-(pref3)




 prev（前動詞）: tɕɛ⁴²-, ʃɔ-（「とても ~」），tʃɤ-（「さらに ~」），ku-（「また ~」）
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 pref1（接頭辞）: a₁-（名詞化），ma- ~mɔ-（否定），thə-（禁止），a₂-（禁止）








 aux1（助動詞）: -khju（可能），-tɕhɛ（「あえて ~する」）
 aux2: -n̥u（願望），-m̥ɤ（「~のようだ」）
 T/A3: -mɤ（過去），-me（未来）








チノ語の使役接辞は 2節の (3)と (4)において，太字で表示したものである。
ここで再度整理すると (5)の通りである。





(6) a.  [主語 ][述語（自動詞語根）]













(7) a.  [使役者 ][被使役者 ](=va⁵⁵) [使役述語（自動詞語根）]










(8) a.  zɔ⁵⁵ku⁵⁵   mɛ³³ȵu⁵⁵+ʃɔ⁵⁵   tsɔ⁵⁵-nœ⁴⁴.
    子供       牛＋肉            食べる -SFP
    子供が牛肉を食べる。
 b.  a⁵⁵mɔ⁴⁴   zɔ⁵⁵ku⁵⁵(=va⁵⁵)   mɛ³³ȵu⁵⁵+ʃɔ⁵⁵   pi⁵⁵-tsɔ⁵⁵-nœ⁴⁴.
    母        子供 (=DAT)         牛＋肉            CAUS-食べる -SFP








(9) nə⁴²      ŋɔ³⁵      pi⁵⁵-le⁴⁴-la⁴²?
 2SG.NOM  1SG.OBL   CAUS-行く -Q
 行ってもいい ?（＝［直訳］あなたは私に行かせるのか ?）
pi-を用いた使役では，被使役者は有生物であれば，人間でなくても容認される。
(10) a.  ʃao³³li³³  ja³⁵ (=va⁵⁵)    mɛ³³tu⁴⁴     pi⁵⁵-tsɔ⁴⁴-mɤ³⁵.
    李さん     鶏 .OBL (=DAT)   とうもろこし   CAUS-食べる -PAST
    李さんは鶏にとうもろこしを食べさせた。
 b.  a⁵⁵mɔ⁴⁴   khɤ⁴⁴  jɔ³³mɛ⁵⁵   tso³³+tha⁵⁵la⁴²   pi⁵⁵-ta³⁵+ja⁴⁴-mɛ³⁵.
    母        それ    猫         家＋上            CAUS-登る＋いく -PAST







(11) a.  ʃao³³li³³  tɕe³³phɯ⁵⁵   ma³³-tə⁵⁵+jɔ³³-mɤ³⁵.
    李さん     酒           NEG-飲む＋良い -NML
    李さんは酒が飲めない。
 b.  ʃao³³waŋ³⁵   ʃao³³li³³  tɕe³³phɯ⁵⁵   khø³³-tə³⁵-mɤ³⁵.
    王さん        李さん     酒           CAUS-飲む -NML









(12) a.  *ʃao³³waŋ³⁵   ʃue³³ʃi³⁵-n̥u³³-mɤ³⁵.
    王さん         勉強する -AUX-NML
    khɤ³³    a⁵⁵mɔ⁴⁴   ʃao³³waŋ³⁵   khø³³-ʃue³³ʃi³⁵-mɤ³⁵.
    3SG.OBL   母        王さん        CAUS-勉強する -NML
     （王さんは勉強したい。（彼の）お母さんは王さんに無理やり勉強さ
せた。）
 b.  ʃao³³waŋ³⁵   ʃue³³ʃi³⁵-n̥u³³-mɤ³⁵.
    王さん        勉強する -AUX-NML
    khɤ³³    a⁵⁵mɔ⁴⁴   ʃao³³waŋ³⁵   ʃue³³ʃi³⁵-vi³⁵-mɤ³⁵.
    3SG.OBL   母        王さん        勉強する -CAUS-NML
    王さんは勉強したい。（彼の）お母さんは王さんに勉強させた。
khø-の持つもう 1つの重要な特徴は，被使役者が人間でなければならないこ
とである。(13)を見られたい。
(13) a.  khɯ³³ȵi⁵⁵   zo³⁵+ja⁴²-nœ⁴⁴.
    犬          歩く＋行く -SFP
    犬が歩いて行った。
 b.  *ʃao³³li³³  khɯ³³ȵi⁵⁵   khø⁴²-zo³⁵+ja⁴²-nœ⁴⁴.
    李さん      犬          CAUS-歩く＋行く -SFP
    （李さんは犬を無理やり歩いて行かせた。）
 c.  ʃao³³li³³  khɯ³³ȵi⁵⁵   ka⁵⁵+zo³⁵+ja⁴²-nœ⁴⁴.
    李さん     犬          追う＋歩く＋行く -SFP











(14) a.  ʃao³³li³³  tɕe³³phɯ⁵⁵   ma³³-tə⁵⁵+jɔ³³-mɤ³⁵.
    李さん     酒           NEG-飲む＋良い -NML
    李さんは酒が飲めない。
 b.  ʃao³³waŋ³⁵   ʃao³³li³³  tɕe³³phɯ⁵⁵   ja³⁵-tə³⁵-mɤ³⁵.
    王さん        李さん     酒           CAUS-飲む -NML
    王さんは李さんに無理やりに酒を飲ませた。







(15) *ʃao³³waŋ³⁵   ʃue³³ʃi³⁵-n̥u³³-mɤ³⁵.
 王さん         勉強する -AUX-NML
 khɤ³³    a⁵⁵mɔ⁴⁴   ʃao³³waŋ³⁵   ja³⁵-ʃue³³ʃi³⁵-mɤ³⁵.
 3SG.OBL   母        王さん        CAUS-勉強する -NML
 （王さんは勉強したい。（彼の）お母さんは王さんに無理やり勉強させた。）
更に ja-と khø-が共有するもう 1つの重要な特徴は，被使役者が人間でなけ
ればならないことである。(16)を見られたい。
(16) a.  ŋɔ⁴²   khɯ³³ȵi⁵⁵   khɤ³⁵  a⁵⁵khri⁵⁵   phi⁵⁵-vi³³-mɤ³⁵.
    1SG    犬          そこ    糞         排泄する -CAUS-PAST
    私は犬にそこで糞を排泄させた。（林 2009: 68）
 b.  *ŋɔ⁴²   khɯ³³ȵi⁵⁵   khɤ³⁵  a⁵⁵khri⁵⁵   ja³⁵-phi⁵⁵-mɤ³⁵.
    1SG     犬          そこ    糞         CAUS-排泄する -PAST






(17) a.  lao³³si⁵⁵   ŋɔ³⁵=va⁵⁵    tso³⁵    {khø³³/*ja³⁵}-ʃue³³ʃi³⁵-mɤ³⁵.
    先生       1SG.OBL=DAT   家 .OBL   CAUS-勉強する -PAST
    先生は私に家で無理やり勉強させた。（林 2009: 152）
 b.  a⁵⁵mɔ⁴⁴   ŋɔ³⁵      tɕiŋ³³xoŋ³⁵   {khø³³/*ja³⁵}-le³³-mɤ³⁵.
    母        1SG.OBL   景洪 (PLN)     CAUS-行く -PAST












(18) a.  a³³tsi⁵⁵   thø³⁵+lɔ⁴²-nœ⁴⁴.
    木        折れる＋くる -SFP
    木が折れた。
 b.  khɤ⁴²    a³³tsi⁵⁵   m³³-thø³⁵-mɤ⁵⁵.
    3SG.NOM  木        CAUS-折れる -PAST
    彼 /彼女は木を折った。
(18a)は普通態，(18b)はそれに対する使役態の一例である。(18b)は (18a)に比
べ，使役者項である khɤ⁴²「彼 /彼女」が生起しているが，これは使役接辞 m-
が認可している。ただし，他の使役接辞と異なる点がある。他の使役接辞は全て










(19) a.  *khɤ⁴²   a³³tsi⁵⁵   {pi⁴⁴/khø⁴²/ja³⁵}-thø³⁵-mɤ⁵⁵.
    3SG.NOM  木        CAUS-折れる -PAST
 b.  *khɤ⁴²   a³³tsi⁵⁵   thø³⁵-vi³³-mɤ⁵⁵.
    3SG.NOM  木        折れる -CAUS-PAST
    （彼 /彼女は木を折った。）
また興味深いことに，m-は形容詞の語根にも前接されうる。以下の例 (20)を
見られたい。
(20) ja⁵⁵n̥⁴⁴   lao³³toŋ⁵⁵-mɛ⁵⁵.   a⁵⁵prø⁴⁴    m³³-prø⁵⁵-khjo³⁵-xa⁴⁴.
 今日     働く -PAST        ドロドロだ   CAUS-ドロドロだ -ACP-PFT










(21) ʃao³³li³³  ŋa³³zɔ⁵⁵  m³³-prɛ³⁵+ja⁴²-mɤ³⁵.
 李さん     鳥        CAUS-飛ぶ＋いく -PAST
 李さんは鳥を飛ばした。（林 2009: 151）
(21)は動態動詞 prɛ⁴² 4「飛ぶ」にm-の付加した例である。これは鳥の「意志」
に任せて自由に飛ばせるのではなく，使役者である「李さん」が被使役者「鳥」









(22) a.  çi⁴⁴   jo³³kha³³  tɕe³³phɯ⁵⁵   ma⁵⁵-tə⁵⁵-a⁴⁴-nœ⁴⁴.
    これ   老人       酒           NEG-飲む -PART-SFP
    この老人は酒を飲まない。
 b.  ŋɔ⁴²      çi⁴⁴   jo³³kha³³  tɕe³³phɯ⁵⁵   ma³³-tə⁵⁵-vi⁴⁴-mɤ³⁵.
    1SG.NOM  これ   老人       酒           NEG-飲む -CAUS-PAST







(23) ʃao³³li³³  ŋa³³zɔ⁵⁵  prɛ³⁵+ja⁵⁵-vi⁴⁴-mɤ³⁵.
 李さん     鳥        飛ぶ＋いく -CAUS-PAST












[+human] -vi < pi- < khø- < ja-
m-







































(24) a.  ŋɔ⁴²      khɤ³⁵    a³³tsi⁵⁵   pi⁴⁴-m³³-thø³⁵-nœ⁴⁴.
    1SG.NOM  3SG.OBL   木        CAUS-CAUS-折れる -PAST
 b.  ŋɔ⁴²      khɤ³⁵    a³³tsi⁵⁵   m³³-thø³⁵-vi⁴⁴-nœ⁴⁴.
    1SG.NOM  3SG.OBL   木        CAUS-折れる -CAUS-PAST
    私は彼 /彼女に木を折らせた。
(25) a.  ŋɔ⁴²      khɤ³⁵    a³³tsi⁵⁵   khø³⁵-m³³-thø³⁵-nœ⁴⁴.
    1SG.NOM  3SG.OBL   木        CAUS-CAUS-折れる -PAST
 b.  ŋɔ⁴²      khɤ³⁵    a³³tsi⁵⁵   ja³⁵-m³³-thø³⁵-nœ⁴⁴.
    1SG.NOM  3SG.OBL   木        CAUS-CAUS-折れる -PAST
    私は無理やりに彼 /彼女に木を折らせた。









(26) a.  ŋɔ³⁵      pja³³-vi⁴⁴.
    1SG.OBL   話す -CAUS
 b.  ŋɔ³⁵      pi⁵⁵-pja³³-vi⁴⁴.
    1SG.OBL   CAUS-話す -CAUS








(27) a.  khɤ⁴²    ʃao³³li³³  ku⁵⁵-pi⁴⁴-lao³³toŋ⁵⁵+le⁴⁴-ɔ⁴⁴-nœ⁴⁴.
    3SG.NOM  李さん     また -CAUS-働く＋行く -PFT-SFP
 b.  khɤ⁴²    ʃao³³li³³  ku⁵⁵-pi⁴⁴-lao³³toŋ⁵⁵+le⁴⁴-vi⁴⁴-ɔ⁴⁴-nœ⁴⁴.
    3SG.NOM  李さん     また -CAUS-働く＋行く -PFT-SFP
    彼 /彼女は李さんにまた働きに行かせた。（林 2009: 154）
(28) a.  a⁵⁵mɔ⁴⁴   ŋɔ³⁵      a⁵⁵ko⁴⁴   pho³⁵-mjə⁴²,
    母        1SG.OBL   ドア      開ける -SBN
    khjo⁵⁵lo⁵⁵   khø³³-tɛ⁴⁴-mɤ³⁵.
    中          CAUS-見る -PAST
 b.  a⁵⁵mɔ⁴⁴   ŋɔ³⁵      a⁵⁵ko⁴⁴   pho³⁵-mjə⁴²,
    母        1SG.OBL   ドア      開ける -SBN
    khjo⁵⁵lo⁵⁵   khø³³-tɛ⁴⁴-vi³³-mɤ³⁵.
    中          CAUS-見る -CAUS-PAST
    母は私に（無理やりに）ドアを開けて，中を覗かせた。
    （林 2009: 155）
(29) a.  ŋɔ⁴²      zɔ⁵⁵ku⁵⁵   mɛ⁵⁵po⁴²   ja³⁵-tʃhu³³-mɤ⁵⁵.
    1SG.NOM  子供       乳房       CAUS-吸う -PAST
 b.  ŋɔ⁴²      zɔ⁵⁵ku⁵⁵   mɛ⁵⁵po⁴²   ja³⁵-tʃhu³³-vi³³-mɤ⁵⁵.
    1SG.NOM  子供       乳房       CAUS-吸う -PAST
    私は子供に（無理やりに）乳を吸わせた。（林 2009: 155）
(27), (28), (29)はいずれも林（2009）からの引用である。いずれの例も (27a), (28a), 












(30) a.  a⁵⁵mɔ⁴⁴   ŋɔ³⁵      a⁵⁵phi⁴⁴  pi⁵⁵-m³³-tshɛ³⁵-vi⁴⁴-mɤ³⁵.
    母        1SG.OBL   紐        CAUS-CAUS-切れる -CAUS-PAST
    母は私に紐を切らせた。
 b.  ŋɔ⁴²      ʃao³³li³⁵  tjen⁵⁵tɤŋ⁴⁴   ja³⁵-m³³-prɔ³³-vi³³-mɤ³⁵.
    1SG.NOM  李さん     電灯         CAUS-CAUS-明るい -CAUS-PAST
    私は李さんに電灯を無理やりつけさせた。
(30)の例はいずれも使役接辞が「三重に」現れている。(30a)は pi-, m-, -viが，










































 8 近年の研究のなかでは Jenny（2015）がミャンマー国内の諸言語における「与える」と「得る」の文法化の問題
を整理している。
 9 Iwasaki and Ingkaphirom（2005: 325）では，「迂言的使役（peripherastic causative）」の構造として以下の (i)を掲げ，
その名詞句や使役の性格について，(ii)の表にまとめている。
  (i) NP1 (CAUSER) {tham/hây/tham-hây} NP2 (CAUSEE) VP
  (ii)





















10 漢語普通話においては“弄 nòng”「いじる，つくる，やる」を状態述語の前に置き，“弄明白 nòngmíngbai”「はっ
きりさせる」のように使役動詞化のような機能を持つことがある。この現象は標準タイ語の /tham/やチノ語の













(i) 使役接辞として pi-, khø-, ja-, m-, -viの 5種が認められる。
(ii) m-は直接使役専用，その他の使役接辞は間接使役専用として用いられる。
(iii) khø-と ja-は被使役者が人間でなければならない。
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